
１ȅၣཀ͙なとライオンΒクラブより、認બ５５

ਔ年記念ങのմ内をいただきました。

・ロータリークラブより、２月会報をႀ

しました。

・ြ月ဟ日ˏ月２５日に定႕理ম会を開催しま

す。理ম員の方はおདྷれにならないように

よͧしくお願いします。

・ြの႕会は法定ݝ会となっております。お

間違えのないようにお願いします。

・˥˩տ員会のٯさん２ώ月を୨りました。よ

ͧしくお願いします。　ġ 　鈴木会員

　ஜ　回　　˒９９Ȅ１５２

　今　回　　　２Ȅ０００

　累　計　　７０１，１５２円

「ＰＥＴＳ 報告会」
　আ ٛ長τ·Π

　ˏ月９日会長エレクト研修セミナーに参加し

てきました。出者はガバナーエレクトന໌

氏、ガバナー山ং氏、ষ期研修リーダーの

հఃঊＰＧȄষ期研修տ員のऑُＰＧ、໌໐Ｐ

煙本日

　来賓卓話「フルーツが身体を変える」

　マルゼン佐藤果樹園 代表　佐藤　　豪 様

煙次週予定

　移動夜間例会

会員誕生日

　角　　　隆　巨

結婚記念日

　佐々木　　　繁

Ｎｏ．２８２０

第３４回　４月３日

会員総数 ………………３５名
出免会員 ………………２名
出免出席 ………………２名
基準会員出席 …………１３名
出席率 …………… ４２．８８％
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欠席会員 ………………１２名
内メイクアップ ………５名
修正出席率 ……… ８０．００％
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Ｇ、ֵ ໐ＰＧ、ガバナーΦミニー井ࢁࠉ氏（ढ़

ི手֞）。地区員、ষ期地区ガバナー༞ऎ、ষ

期地区員、ڎクラブのষ期会長、γストクラ

ブ（ࠃロータリークラブの員）ସ12Ĺ人。

　２０１９－２０２０会長Ξーマ

　「ロータリーは世界をつな̪」

　２０１９－２０２０年度会長

　マーク・ダニエル・マローニー

　（アラバマਗ、ジΉータークラブ所௺）

୕法、֒産、業法をとする法ၙমྩ所

の২長。

　ষ期会長のマローニー会長のメッセージをお

ഥえします。

①　ロータリーを成長させ奉仕活動やプロジͿ

クトで地֖に大きなインパクトをもたらすこ

と。それには会員増強がຈଌである。

②　ロータリーは「つながり」がडも大୨、地

֖をऔしクラブの職業分႒をもう一度見ೄ

し、会員増強をすること。

③　・革新的な発ேで、様々な人々がව

会できるように、今までになかったようなॺ

新なクラブを作ͧう。

④　インターアクターやローターアクターとは

も̻ͧん、ߘ者や家族もロータリーと༞ۖ

し合うようにしてロータリーとつながͧう。

ӵ　࣭連の˓５ਔ年をਿい、ロータリーඊ自のイ

ンフラを活用し࣭連の「持続可能な開発目ດ

（˯ɣ Ｇ̏ ）」の実࡛に向けてފ力していこう。

2019－2020年度2Ķ10地区目ດ

Ξーマ「自分を見つめ、৹者と語らい、

　　　　　　　　　　ྚြに向けて行動をȊ」

①　͙んなで手を取り合ってクラブを強化する。

　ɖܡం会員の維持と、地֖の職業分႒を

औ・活用し、ࢵなる会員増強をଔ進し、ク

ラブ会員のࠑࢃ者を܄めた৹者た̻へ向け

て「ିמクラブ」の୭ၛを奨励しロータリー

を成長させる。

　ɖ੫会員やː０पྚ満の会員のව会をඅにଔ

進し、ˮ˝˟࣭研修会に向けてˮ˝˟の

大増強をる。（井ガバナー年度にढ़ڐ

ིで開催される。）

　ɖロータリー理ٜଔ進のため「ガバナー月」

をਰ実させ、γームページをアップグレー

ドし「世界を変える行動人キλンペーン」

を促進し、広報活動をଔ進する。

②　ロータリー財団へのັܙをଔ進し、フルに

活用

　ɖロータリー財団へのັܙをଔ進するととも

に、本年度にඅ༆ঀ用可能分も܄めて地区

財団活動資߄を分活用し、グローバル༞

੩߄も܄めて地֖২会及びٸ٬でのプロ

ジͿクトが増加するようにଔ進する。

　ɖ世界ポリオ・デーには世界のポリオ撲滅で、

˳ˤ˫な̓とともにロータリーが果たして

いるڬを、広く地֖にഥえるようڎクラ

ブに奨励する。

　ɖ年ষ基߄とポロオプラスのັܙを増やしつ

つ、ݛࢭ基߄においても２０２５年までに２０ؙ

2Ķ00ྔ ドルへ成長するよう支援する。

③　ローターアクターな̓の৹者や新会員を支

援する。

　ɖクラブにව会して５年ո内の会員を対象に

「新会員交流会」を開催し、会員間の交流・

ཫを深めつつ、ロータリーへの理ٜを深

め合う。

で行うこ体的には11月1ķ・1ĸ日支ᡜߓ）　　

とになっています）

　ɖ米山記念奨学会へのັܙのଔ進をるとと

もに、この制度が地区内のてのクラブに

理ٜされ、又奨学生がࢃ日本とのطけޘ

になれるよう支援する。

　ɖクラブに「クラブ研修リーダー」の୭౾を

奨励するとともに、積極的にロータリー

リーダーシップ研究会セミナーに参加し、

ˮ˨˥セミナーがこれからの「ロータリー

学びの場」となるように認েを広める。（今

年は˒月・˓月・８月に開催。デイスッ

ションリーダーの育てる。）

ロータリーのビジョンྶɁˮ˥長期計画

　私た̻ロータリアンは、世界で、地֖২会で、
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そして、自分自身の中で、持続可能な良い変化

を生むために、人々が手を取り合って行動する

世界を目指しています。

2014－2019までの５年間の中期計画

①　クラブのサポートと強化

②　人道的奉仕の重点化と増加

③　公共イメージの認知度の向上

2019－年度からの中期計画

①　より大きなインパクトをもたらす。

　一級の世界的かつ人道奉仕団体として参加

者の基盤を広げる。

目的

　：ポリオを撲滅し、残された資産を活用する。

　：ロータリーのプログラム及びロータリーが

提供する体験に焦点を当てる。

　：活動成果をあげ、それを測る能力を高める。

（達成能力を高め成果を示す）

②　参加者の基盤を広げる。

　より多くの参加を促し、共に手を取り行動

する意義深い方法の提供

　目的

　：会員基盤と参加者の基盤を広げ、多様化す

る。（会員の増強と多様化、参加の増加と

多角化）

　：ロータリーの新しい経路を創り出す。

　：活動成果とブランドに対する認知を築く

③　参加者の積極的なかかわりを促す。

　共に奉仕し、互い連携し満足感を味わう機

会を持つために

　目的

　：クラブが会員の積極的な参加を促せるよう

に支援する。

　：価値を提供するために参加者中心のアプ

ローチを開発する。

　：個人的・職業的なつながりを築くために新

たな機会を提供する。

　：リーダーシップ育成及びスキルの機会を提

供する

④　適応力を高める。

　ビジョンを達成し世界の時流に乗るために、

我々の組織や文化は進歩しなければならない。

　目的

　：研究と革新、及び進んでリスクを負うこと

への意思を奨励する文化を築く。

　：ガバナンス、構造、プロセスを合理化する。

（管理体制、構造、手順を合理化する）

　：意思決定におけるより多様な考え方を育む

ために、ガバナンスを見なおす。

　講演は、「ロータリーを元気にするために」

ロータリーコーディネーターＰＧ酒井正人氏

マンネリを防止する。

①　メークアップ

②　情報交換

③　リソースの活用

④　研修の活用（教えてもらうのではなく、考

える研修、上から目線で先輩が教えるのでは

なく、共に考える研修の実行）

会員増強の対象者

①　家族会員

②　法人会員

③　元会員

④　会員維持

　リタイヤした場合の、会費の負担等

地区大会について

　お手元に回した通りです。

　今年は１０月５日（土）が、本会議になってい

ます。お間違いないようお願いします。

　又、今年は、記念パークゴルフ大会も９月２８

日（土）開催されます。

　西原 次年度財団委員長

　先日行われたロータリー財団の報告をさせて

いただきます。まず初めに、ペッツに参加して

下さいと言われ、恥ずかしながらペッツとは何

ぞやという所から始まりました。今日の為ため

に資料を作成してきましたが、ペッツとはプレ

ジデント・エレクト・トレーニング・セミナー

という英語の頭文字を取ったもので、読んで字

のごとく会長エレクト研修セミナーと言うもの

だそうです。私が参加させていただいたのは、

ロータリー財団と米山記念奨学会のセミナーで

した。話の内容はハッキリ言ってつまんないで
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す。基本ັܙです。মはັܙの話ばっかりでし

た。̓うやってັܙを増やしていきまし͡うか

という話で、ັܙが̓うやってਬめられ、̓う

やってঀわれているかを知らないと、ັܙもし

ずらいというমで、これを機に理ٜしてೀけれ

ばと思います。

　まずはロータリー財団とは何ぞやȉというম

ですが、ロータリー財団のঀྵは、ロータリー

会員がેࢫ࠲ఠを٨し、教育への支援を高め、

ຫࣾをݣफするমを通̲て、世界理ٜ、、

გを達成できるようにすることです。א၌

組織である当財団は、ロータリー会員をは̲め、

より良い世界を築こうというビジョンを共ခす

る財団支援者の方々からの自発的なັܙの͙に

よって支えられています。ごັܙはロータリー

財団の༞੩߄となり、੩けをຈါとする地֖২

会に持続可能な変化をもたらす活動にၛてら

れています。

　ここで̓うすればັܙがਬまるかと言うと、

ただັܙだけクレと言ってもだめですから、ܙ

ັの個人の認બをしようと言うমになりました。

何をやるかと言いますと、ڣັܙに応̲て個人

をນઆしようというমです。ランクに応̲て

々あります。ポールハリスフͿロー、財団の

会員な̓があり、̓ん̓んランクがあがり、

ນઆされたり、バッチやਉૐりがもらえます。

これは個人の認બもありますが、クラブの認બ

もあります。

　ষに活動資߄のしく͙ですが、年ষ基߄への

、がありますが、それはˏ年間プールされັܙ

その၌ঊと共に分̿つ分け、ˠˠˢと˳ˢと

して、地区財団活動資߄、࣭ष財団活動資߄と

に分け、地区財団活動資߄はさらに分に分け

られ、地区༞੩߄とグローバル༞੩߄に分けら

れ、ঀわれています。地区༞੩߄は、地元や٬

的ڛの地֖২会のニーΒに取り組むためのٸ

ܰ࿅のさい、ౣ期的な活動を支援する資߄で、

２０１８ȡ２０１９年度の༞੩ޙે߄は˒９クラブ中ː１ク

ラブが૭し、ڣķ1ķྔ されていまݯが支

す。ですからٯさんも̓ん̓ん၌用してくださ

いというমで、ໝତのクラブで共൳૭も˫˧

で、認められないものは、ਔ年ম業や࡛߄、

࠴、人費、࠴な̓のܙ௭、交通費、֩

な̓の会員へのۺ元です。༞੩߄の૭のス

Ήジνールがありまして、２０１９ȡ２０２０年度では、

５月ˏ１日がめ୨りで、あとઁししかありませ

ん。૭が通ると、８月ˏ１日には༞੩߄が૦り

ࣺまれますが、༞੩߄活動報告の提出がຈଌ

となっています。担当者はなる͓く்くに動か

れた方が良いと思います。

　ষに、ポリオに۾して話されましたが、ポリ

オとロータリーについてのお話があり、世界で

のポリオの発生ၚがौ年̪っとࡘりまして、こ

のまま行くとポリオを୲滅出ြるぞという話が

出ていましたが、２０１˒ȡ２０１˓にかけてはࡘって

はいますが、２０１８ȡ２０１９になるとݙに増えてき

ており、ポリオプラスはやめられないので、ܙ

ັをもっとਬめようとのお話でした。今期会員

員に会員１ྴˏ０ドルのັܙをお願いすると言

うমになっております。そのࢃに、ロータリー

米山記念奨学会、学տ員会について話されま

したが、米山記念奨学会とは、日本にहਯして

いる࣭ٸ人ၣ学生に対して日本࣭のロータリ

アンのັܙを財࡙として、奨学߄を支ݯして支

援するྦྷ間の奨学団体との୰ྶがあり、日本人

ၣ学生の෩ࡍは行っていない。財団は１９５２年に

発足。米山学会は学と࡛奨学生による൳

ௗ会組織で、࣭にˏ に９つ୭ၛしていٸ٬ˏ、

るそうです。このあと、セミナー講演というম

で、ࡔパストガバナーのお話と、ոஜၣཀク

ラブにいらっし͝った、コ;Ίイπ;さんが講

演をしました。

　会場は୷पの˝˪˪のγΞルでしたが、ֵི

の加先生がষ年度ガバナー༞ऎと言ういこと

でြていまして、一にご๑を͓ようと言わ

れ、ढ़ིまでड高級৬のレクサスでআষ年度

会長と共にっていただきました。ັܙの話を

いてきましたが、ٯさんからのັܙがてで、

活動がなされますので、̶͌ごފ力いただけれ

ばというমで༓強会に参加して参りました。こ

れにて報告をਞわります。
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